別記様式第１号（第６第１項関係）
平成○○年度学校給食用牛乳供給推進事業費補助金交付申請書

年　月　日
一般社団法人北海道乳業協会理事長　様


住　　　　 所
団体名
代表者の役職及び氏名　  印

平成○○年度において、下記のとおり事業を実施したいので、学校給食用牛乳供給推進事業業務方法書第６第１項の規定に基づき、○○○円の交付を申請する。
記
１　事業の目的

２　事業の内容及び計画（又は実績）
　別紙１「平成○○年度学校給食用牛乳供給推進事業実施計画」及び別紙２「平成○○年度学校給食用牛乳供給計画（実績）日数の取りまとめ表」のとおり。

３　経費の配分及び負担区分
	区　　分
	事業に要する（又は要した）経費
（Ａ＋Ｂ）
	負担区分
	備考

	
	
	
助成金
（Ａ）
	その他
（Ｂ）
	

	
１　学校給食用牛乳安定需要確保対策事業
２　高付加価値牛乳地域利用推進事業
３　学校給食用牛乳新規利用推進事業

	円

	円

	円

	

	　計
	
	
	
	


注）　備考欄には仕入れに係る消費税等相当額について、これを減額した場合には「減額した金額」を、同税額がない場合には「該当なし」と、同税額が明らかでない場合には「含税額」とそれぞれ記入すること。
また、事業を委託して実施する場合は、備考欄に委託する理由、委託予定先、委託する業務の内容を記入するとともに、該当する事業費の上段にその委託費の額を（　）書きで記載すること。

４　事業完了予定年月日　　平成○○年○○月○○日
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平成○○年度学校給食用牛乳供給推進事業実施計画

１　学校給食用牛乳安定需要確保対策事業
	供給事業者名
	区域
	区域別入札決定供給価格
	全国平均価格　
	一定額
	基準価格
	事業の対象となる格差
	当該年度供給見込数量
	補助
金額

	
	
	円／本
	円／本
	円／本
	円／本
	円／本
	本
	円

	合　　計
	
	



注１）「区域」は、学校給食用牛乳供給対策要領（平成15年９月30日付け15生畜第2865号農林水産省生産局長通知）第２の１の区域をいう。
また、同一区域内にて、供給条件により複数の供給価格を定めている場合は、価格ごとに記入すること。
２）事業の対象となる格差が生じる区域について、記入すること。
３）区域ごとの補助金額は、小数点以下の端数を切り捨てること。
４）調理用を含めること。






２　高付加価値牛乳地域利用推進事業
	供給
事業者名
	供給学校数
	供給人数
	供給本数（200cc換算）
	助成金額
	備考

	
	校
	人
	本
	円
	


	合　計
	
	
	
	
	


注１）供給事業者ごとに記入することとし、供給本数については、学校ごとに200cc換算して算出した供給本数（小数点以下の端数は切り捨てとする。）の合計とする。
２）「供給人数」欄については、計画時には当該学校における当該年度当初の供給人数を記入し、実績時には９月時点の供給人数を記入すること。

３　学校給食用牛乳新規利用推進事業
	供給
事業者名
	供給
学校数
	供給人数
	供給本数
（200cc換算）
	助成
金額
	負担区分
	備考

	
	
	
	
	
	国庫
補助金
	その他（　）
	

	
	校
	人
	本
	円
	円
	円
	


	合　計
	
	
	
	
	
	
	


注１）供給事業者ごとに記入することとし、供給本数については、学校ごとに200cc換算して算出した供給本数（小数点以下の端数は切捨てとする。）の合計とする。
２）「供給人数」欄については、計画時には当該学校における当該年度当初の供給人数を記入し、実績時には９月時点の供給人数を記入すること。
３）調理用を含めないこと。


別記様式第１号の別紙２
平成○○年度学校給食用牛乳供給計画（実績）日数の取りまとめ表
	　事業者名
	学校区分
	供給
学校数
	供給
対象人員
	年間供給計画（実績）本数
	本年度平均
供給計画
（実績）日数

	
	
	
	
	　
	全乳形態
	全乳形態
以外の
供給本数
	

	
	
	
	
	
	200ccによる供給本数
	250ccによる供給本数
	300ccによる供給本数
	（　）ccによる供給本数
	
	

	○○乳業
	　
	校
	人
	本
	本
	本
	本
	本
	本
	　

	
	小学校
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	中学校
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	夜間高校
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	特別支援学校
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	小計
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	○○乳業
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	小計
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	合計（　業者）
	小学校
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	中学校
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	夜間高校
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	特別支援学校
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	合計
	　
	　Ａ
	　Ｂ
	　
	　
	　
	　
	　
	　C=B/A


	14年度
供給日数(D)
	日
	＊１
	本年度
供給日数(C)
	日
	14年度供給日数との
比較(E)　　C/D*100
	％


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

注１）小計欄における学校数については、分校は１校とみなす。
２）小・中一貫校については、学校は小学校とするが、児童・生徒は小学生又は中学生のそれぞれに分類すること。
３）給食センターは学校数に含めない。
４）「供給対象人員」欄の人員は、計画時には当該学校における当該年度当初の供給人数を記入し、実績時には９月時点の供給人数を記入すること。
５）「学校区分」欄の「中学校」には、中等教育学校の前期課程及び義務教育学校の後期課程を含み、「夜間高校」には、中等教育学校の後期課程の夜間定時制課程を含む。
６）供給本数は、200cc換算しないこと。
７）調理用を含めないこと。
８）「本年度平均供給計画（実績）日数」欄は、総供給計画（実績）本数（調理用を除く）を総供給対象人員で除して得た数字を記入すること。なお、小数点以下の端数については、小数点第２位を切り上げ第１位まで記入すること。
９）全乳形態以外とは、「国産100％」の乳原料を主原料とした成分調整牛乳、加工乳、乳飲料又は発酵乳を指す。
10）＊１には、14年度と本年度の供給日数を比較し、＝、＞、＜の記号で記入すること。
11）高付加価値牛乳地域利用推進事業の対象となる学校分は除くこと。
12）平成14年度供給日数との比較（E）は、小数点第２位を四捨五入し第１位まで記入すること。

別記様式第２号（第６第３項関係）

平成○○年度学校給食用牛乳供給推進事業費補助金変更（中止又は廃止）承認申請書

年　月　日

一般社団法人北海道乳業協会理事長　様



住　　　　 所
団体名
代表者の役職及び氏名　  印

　平成○○年○月○日付け○○第○○号をもって補助金の交付決定通知のあった事業について、下記のとおり変更（中止又は廃止）したいので、学校給食用牛乳供給推進事業業務方法書第６第３項の規定に基づき申請する。

記

注）記の記載様式は、別記様式第１号の記の様式に準ずるものとする。
また、この場合において、同様式中「事業の目的」を「変更（中止又は廃止）の理由」と書き換え、補助金の交付決定により通知された事業の内容・経費の配分と変更後（中止の場合は中止後、廃止の場合は廃止後）の事業の内容・経費の配分とを容易に比較対照できるよう、変更部分を二段書とし、変更（中止又は廃止）前を括弧書で上段に記載すること。
なお、添付書類については、交付申請書に添付したもののうち、変更があったものに限り添付すること（申請時以降変更のない場合は省略できる）。


別記様式第３号（第６第４項（２）関係）

平成○○年度学校給食用牛乳供給推進事業費補助金概算払請求書

年　月　日

一般社団法人北海道乳業協会理事長　様




住　　　　 所
団体名
代表者の役職及び氏名　  印

　平成○○年○月○日付け○○第○○号をもって補助金の交付決定通知のあった事業について、学校給食用牛乳供給推進事業業務方法書第６第４項の（２）規定に基づき、平成○○年○○月末日現在における遂行状況を下記のとおり報告する。
また、併せて金○○○円を概算払によって交付されたく請求する。

記

平成○○年○月○日現在
	区分
	補助事業に要する経費
	国庫補助金
(Ａ)
	既受領額
(Ｂ)
	遂行状況報告
	今回請求額
(Ｃ)
	残額
(Ａ)－((Ｂ)＋(Ｃ))
	事業完了予定年月日
	備考

	
	
	
	金額
	出来高
	平成○年○月末日の出来高
	金額
	○月○日までの予定出来高
	金額
	○月○日までの予定出来高
	
	

	


	円
	円
	円
	％
	％
	円
	％
	円
	％
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注１）区分の欄は、別表の事業の区分の欄の事業について記載すること。
　２）金額の欄は、事業の出来高を換算した額を記載すること。



別記様式第４号（第６第５項関係）

平成○○年度学校給食用牛乳供給推進事業実績報告書

年　月　日

一般社団法人北海道乳業協会理事長　様



住　　　　 所
団体名
代表者の役職及び氏名　  印

　平成○○年○月○日付け○○第○○号をもって補助金の交付決定通知のあった事業について、交付決定通知の内容に従い実施したので、学校給食用牛乳供給推進事業業務方法書第６第５項の規定に基づき、下記のとおり実績を報告する。
　また、精算額として学校給食用牛乳供給推進事業費補助金○○○円の交付を併せて請求する。

記

注１）記の記載様式は、別記様式第１号に準ずるものとする。
　　　２）軽微な変更があった場合においては、容易に比較対照できるように変更部分を二段書とし、変更前を括弧書で上段に記載すること。
３）添付書類については、支払経費ごとの内訳を記載した資料又は帳簿の写しのいずれかを添付すること。
なお、経費以外のものについては、補助金交付申請書又は変更等承認申請書に添付したもののうち、変更があったものに限り添付すること（経費以外のものについては、申請時以降変更のない場合は省略できる）。
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